
『最新図説 脱炭素の論点 2025‐2026』出版記念シンポジウム 

日時： 2025 年 6 月 20 日(金) 13:00-17:00 

オンライン 

共催： 一般社団法人 共生エネルギー社会実装研究所（ＲＩＳＥＳ）・株式会社 旬報社 

後援：依頼中 

記録的な豪雪、大規模な山火事、トランプ政権による反科学的施策の強行、中国 EV の急展開な
ど、気候変動と GX をめぐる状況が目まぐるしく展開する一方、我が国では、エネルギー基本計画、
温室効果ガスの削減目標、食料・農業・農村基本計画などが刷新され、新たな展開が始まっていま
す。そんな中、「最新図説 脱炭素論点 2025‐2026」版が出版の運びとなりました。 

今回の 2025‐2026 版は、改訂版とはいえ、前回の 39 名を大きく上回る 56 名の執筆陣により、内
容を大きくアップデートさせ、激動する世界の課題に正面から向き合い、我が国の GX を、日本国民
が豊かになる方向で推進するため、力強いツールとなることを目指しております。 

そこで、全国各地での取り組みの前進と、国や自治体での、社会が元気になる脱炭素政策の進展
のため、出版記念シンポジウムを開催することといたしました。 

（なお、ご執筆者が多数に及ぶため、ごく一部の執筆者にご講演をお願いすることになっておりま
すことをお許しください。） 

脱炭素にご関心のある、市民、企業、行政の皆様、これからの新たな展開を目指す本オンライン・

シンポジウムに大挙ご参加いただきますよう、ご案内いたします。 

◼ 参加費 無料。 

◼ 申し込み先： https://datsutansonoronten.peatix.com/ 

 

プログラム 

13：00‐17：00 

13:00 開会あいさつ                       堀尾正靱(RISES)、熊谷 満（旬報社） 

13:05 祝辞 

13:15 今回の「脱炭素の論点」で目指したもの―――― 堀尾正靱（東京農工大学・ＲＩＳＥＳ） 

13:35 気候危機と科学者の責務 ―――――――――  江守正多（東京大学） 

13:50 気候過酷化の趨勢 ―――――――――――― 立花義裕（三重大学） 

14:05 質疑 

14:15 元気な社会を作る脱炭素‐日本版グリーンニューディール 

                                 明日香壽川（東北大学）    

14:30 脱炭素への既存技術シナリオー――――――― 歌川 学（産業技術総合研究所） 

14:45 建築のこれから―――――――――――――― 前 真之（東京大学） 

14:55 運輸のこれから―――――――――――――― 櫻井啓一郎（産業技術総合研究所） 

15:05 休憩 

15:15 気候エネルギー政策の大転換を――――――― 桃井たか子（気候ネットワーク） 

15:30 世界と日本、再エネ 9 割の電力システム ――― 安田 陽（ストラスクライド大学） 

15:45 自治体の視点から――――――――――――― 小野文明（全国町村会） 

15:55 質疑 

16:05 食料・農業・農村政策と営農型太陽光発電の課題 重藤さわ子（事業構想大学院大学） 

16:15 実践者の立場から――――――――――――― 馬上丈司（千葉エコ・エネルギー㈱） 

16:30 研究者からのゲストコメント ――――――――― 石井雅久(農研機構・農村工学研究部門) 

16:40 営農型太陽光の普及可能性と効果予測―――― 歌川 学（産業技術総合研究所） 

16:50 アナウンス                           

16:55 閉会挨拶                          重藤さわ子 

https://datsutansonoronten.peatix.com/

